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平
成
23
年
8
月
4
日
早
朝
、
大
植
嘉

郷
前
副
組
合
長
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
3
日
の
総
代
会
で
勇
退
の
ご
挨
拶

を
さ
れ
、そ
の
翌
朝
の
こ
と
で
し
た
の
で
、訃

報
を
聞
い
た
時
は
ま
さ
に
寝
耳
に
水
の
出

来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
故
大
植
前
副
組
合
長
に
は
、

大
阪
府
森
林
組
合
設
立
時
に
唯
一
新
設

と
な
っ
た
泉
州
支
店
の
担
当
副
組
合
長

と
し
て
ご
就
任
い
た
だ
き
、
細
や
か
な
ご

指
導
に
よ
り
支
店
運
営
に
多
大
な
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
・
和
泉
市

の
み
な
ら
ず
広
域
な
泉
州
地
域
で
の
業

務
は
、
大
植
前
副
組
合
長
で
な
く
て
は

到
底
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、平
成
19
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
い
ず
み
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
農
林
産

物
直
売
所
“
葉
菜
の
森
”」
の
立
上
げ

に
も
ご
尽
力
さ
れ
、
山
林
経
営
の
傍
ら

で
林
産
物
の
直
売
に
よ
る
林
業
復
興
に

も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
林
業
一
筋
の
ご
功
績
に
よ
り
、
今
年

度
春
の
叙
勲
で
「
旭
日
単
光
章
」
を
受

章
さ
れ
た
ば
か
り
で
し
た
。

　

職
員
に
対
し
て「
メ
シ
食
い
に
行
こ
う

や
」と
気
さ
く
に
声
を
か
け
、相
談
相
手

と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

指
導
者
で
あ
り
な
が
ら
、と
き
に
は
“
頼

り
に
な
る
お
や
っ
さ
ん
”的
存
在
で
も
あ
っ

た
大
植
様
の
急
逝
に
は「
残
念
」
と
言
う

言
葉
し
か
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
せ
ん
。
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大
植
前
副
組
合
長
ご
逝
去

　

古
川
組
合
長
が
23
年
春
の
叙
勲
で
旭

日
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
11
月
6
日（
日
）

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪「
山
楽

の
間
」で
盛
大
に
叙
勲
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
ご
承
知
の
通
り
、
古
川
組
合
長

は
衆
議
院
議
員
秘
書
と
し
て
昭
和
30
年

か
ら
約
20
年
間
勤
め
ら
れ
、
昭
和
53
年

か
ら
7
期
28
年
間
に
わ
た
っ
て
大
阪
府

議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
平
成
13
年
に
は
第
97
代
大

阪
府
議
会
議
長
を
さ
れ
る
な
ど
大
阪
府

政
の
推
進
に
力
を
注
い
で
来
ら
れ
、
こ

の
よ
う
な
功
績
が
地
方
自
治
功
労
者
と

し
て
受
賞
の
栄
誉
に
浴
さ
れ

る
こ
と
と
な
ら
れ
た
次
第
で

す
。

　

祝
賀
会
当
日
は
、
多
く
の

国
会
議
員
、
大
阪
府
議
会
議

員
、
市
町
村
会
議
員
の
方
々

を
始
め
南
河
内
地
域
の
市
町

村
長
、
地
元
の
方
々
な
ど
約

4
0
0
名
が
お
祝
い
に
駆
け

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
森
林
組
合
か
ら
も

乾
杯
の
大
役
を
引
き
受
け
ら

れ
た
奥
野
副
組
合
長
を
始
め

35
名
の
役
職
員
が
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
組
合
長
の
受
賞

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
当
組
合
の
三
浦
理
事

か
ら
五
葉
松
の
大
変
立
派
な

盆
栽
が
提
供
さ
れ
式
典
に
花

を
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
方
々
か
ら
は
組

合
長
の
ご
功
績
や
お
人
柄
を

称
え
ら
れ
る
と
と
も
に
お
元

気
で
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
さ
れ
る
た
く
さ
ん

の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

古
川
組
合
長
叙
勲

　岡田さんは平成7年、河内長野市森林組合に
採用となり、主に森林整備事業に従事していま
したが、平成9年から新規事業となる製材部門
の担当者として「ウッドベースかわちながの」
に配属されました。
　製材所の運営や木材の販売は初めてでしたが、
仕事に取り組む姿勢は非常にまじめで、一例を
挙げると、木造建築業界では必須とされる「木
材乾燥」に対して、持ち前の粘り強さと前向き
な姿勢で経験を積み重ね、組合随一の技術者と
なりました。
　現在、所長として、大阪の木材の普及・販売
に先頭に立って取り組んでいます。木への親し
みや理解を広めるべく彼の提案で作った「府内
産木材の積み木」は、イベントに出展すると子
ども達に大変人気があります。子ども達が積み
木で遊ぶ様子を見ている彼は非常に優しい目を
していますが、一旦工場へ戻ると製品の品質管
理には人一倍注意を払い、妥協を許さないその
姿勢は設計士や工務店などの取引先から厚い信
頼を得ており、府内産木材をユーザーに届ける
要として、組合にとってなくてはならない存在
です。

今回は河内長野木材加工所
（通称：ウッドベースかわちながの）の所長、

岡田哲也さんを紹介します

岡田哲也さん

組／合／職／員／紹／介
日 々 活 躍

木 材 市 況

樹　種 取扱量（㎥） 平均単価（円）
杉 622 8,550
ヒノキ 1,722 19,888
広葉樹 25 30,639

■平成23年4月～平成23年9月期
　販売実績と平均単価

　9月上旬に紀伊半島を中心に甚大な
被害をもたらした台風12号の影響によ
り奈良県など近隣の原木市場では原木
入荷が急激に減少し、市の延期などの
措置がとられ、原木の品薄感から当面
の材料確保のため原木価格は近年にな
い値上がりとなりました。
　当共販所においても、9月16日に開
催した原木市では、杉3ｍ末口14 ～ 22
㎝の平均単価が17千円/㎥、杉4ｍ末口
24㎝以上では平均単価が25千円/㎥と
なり、台風前の8月に開催した市と比較
しますと平均単価で約1.7倍になってい
ます。ヒノキ一等材においても4ｍ末口
16 ～18㎝の平均単価は23千円/㎥と約
1.3倍に上昇しています。
　しかしながら、値上がりは瞬間的で

あろう。と言うのが市場関係者の大勢
の見方であり、他の市場では秋に入り
出材量が回復し、それに伴い原木相場
は元に戻りつつあります。
　共販所の原木取扱い量は、森林組合
直営の林産班からの出材量が年々増加
してきていますが、一方森林所有者や
素材生産業者の方からの出材は木材価
格の低迷もあり非常に減少しています。
組合では原木市による素材の販売を基
本に置きつつも、多様な販売方法で少
しでも有利な形で大阪の木材が販売で
きるように努めて参ります。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
祝
電
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
10
月
11
日
に
友
好
組
合
協

定
を
締
結
し
た
ば
か
り
の
北
海
道
下
川

町
森
林
組
合
山
下
組
合
長
か
ら
も
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
阪
府
森
林
組
合
が
10
周
年
を
迎
え

た
節
目
の
本
年
に
組
合
長
が
叙
勲
の
栄

誉
を
う
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
組
合
の
今
後
の
発
展
を
予

感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
古
川
組
合
長
の
も
と
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
森
林
組
合
の
発
展
に

向
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
組

合
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す


